
奨学金

学業を続けたいけれども、経済的に難しい
という学生に対して、いくつかの奨学金制
度があります。
・日本学生支援機構奨学金←一般的
・地方自治体の奨学金
・民間団体の奨学金
・進学先学校独自の奨学金 など



奨学金とはズバリ

日本学生支援機構の奨学金は、返済義務の
ある「貸与型」制度です。
「貸与」とは「貸し付け」のことで、資金
を「借りる」ことになります。

つまり、借金ということになります。

借りたものは、必ず返さなくてはなりませ
ん。慎重に計画を立てましょう。



奨学金の種類

奨学金には３つ種類があります。

無利子

利子付

利子付

第一種奨学金

第二種奨学金

入学時特別増額貸与奨学金
※入学初年度に一度だけ借りられる。一時金としての奨学金。



借りた額を返せばいいわけではない！

利子とは、
お金を借りる側が、貸した側に

元本に追加して支払うお金のことです。
貸し借りした金額に金利をかけて計算されま
す。例）住宅ローン、教育ローン

元本
（実際に借りた金額）

（貸した側へ）

支払う金額 ＝ ＋
利子

（レンタル料みたいなもの）



奨学金を受けるには基準がある

申請条件の２つの基準

成績基準

と

家庭の

収入基準



奨学金を受けるには基準がある

成績基準 家庭の収入基準
高校での申し込み時点での

評定平均値が３．５以上であること

※住民税非課税世帯は成績免除

（４人世帯の場合）
前年１年間の家計収入が747万円以下

・第一種奨学金（無利子）

・第二種奨学金（利子付）

成績基準 家庭の収入基準
いずれかに該当する人
①高校での成績が平均以上
②特定分野に優れた資質能力がある
③学修意欲があり、学業を確実に修了でき
る見込みがある

（４人世帯の場合）
前年１年間の家計収入が1,100万円以下

※多くのサラリーマン家庭は当てはまります



奨学金の金額も異なる

第一種奨学金（無利子）

学校の種別、通学形態により、借りられる上限月額（2～5万円程
度）が決められている。
私立大学や専門学校に進学する場合、現実的には第一種の金額で
は賄いきれないことが多い。

第二種奨学金（利子付）

進学先や通学形態にかかわらず、月額2万円から12万円の中から、
1万円単位で希望する金額を選択できる。私立大学の獣・薬系では
2万円(14万円)、歯・医系では4万円(16万円)の増額貸与を受ける
ことができる。返済時に利息が加わりますが、その上限は3%で、
在学期間中は利子はつかない。



奨学金の返済額・期間はどのくらい？

「学生支援機構 シミュレーション」と
検索すると、調べられます。

「毎月いくら奨学金を受け取
るのか」「貸与利率」などを
入力すると、
毎月いくら払い、何年間支払
うのかが分かります。
※「貸与利率」の違いで支払
う額も大きく変わります！



返済利率の違い

日本学生支援機構奨学金では、２つの算定方法があ
ります。

利率固定方式 返済終了まで同じ利率

利率見直し方式 概ね５年毎に利率が変動

奨学金申込時にいずれか一方を選択しなく
てはなりません。



返済利率の違い

ちなみに、返済利率が決定するのは、
貸与終了時点です！

つまり、大学卒業まで奨学金を借りた場合、
その返済利率が確定するのは卒業時点となり
ます。

２～４年後に決定するので、シミュレーショ
ンではあくまでも目安です。



返済利率の違い

先のことなんて分からない、景気が今後どうなるか
分からない。でも大丈夫！

奨学金申込み時に選択した利率の算定方式は、
貸与終了年度にもう一度変更できることになってい
ます。

つまり、大学卒業まで借りるのであれば、4年生の
時点で変更することができるのです。



返済利率変動のイメージ

今年、大学を卒業した人の適用利率が、
固定方式：0.33% 見直し方式：0.01%

一般のローンと比べて奨学金の利子は低いですが、
固定と見直しの差は30倍です。

しかし、見直しの方式の方が固定方式に比べて常に
利率が低いとは限りません。
金利の動向によっては見直し方式の方が高くなる可
能性も十分にあります。



返済利率変動のイメージ

１年目→ ５年目→ 10年目→ 15年目→ 20年

見直し方式

固定式 最後まで同じ利率で返済0.33％

0.01％
１回 ２回 ３回



奨学金の返済額・期間はどのくらい？

進学先：大学（４年間）
第二種奨学金
2021年4月～2025年3月
毎月60,000円貸与
機関保証：利用する
金利見直し方式（0.02%）

実際にシミュレーションしてみよう！



奨学金の返済額・期間はどのくらい？

貸与総額288万円
（うち保証料：約13万円）

※機関保証とは、連帯保証人を選任で
きない場合に金融機関に連帯保証して

もらう制度



奨学金の返済額・期間はどのくらい？

原則、貸与終了後、
７か月目から
返済開始

（つまり、仕事をしてから半年後か
ら給料からお金が引かれます）



奨学金の返済額・期間はどのくらい？

毎月一定金額払うとしたら、

毎月約15,000円
約16年後に完済



奨学金を借りる際の注意点

1．高校での申し込みは「予約採用」

2．奨学金を入学金として使えない。
奨学金の貸与期間は進学先に入学した後です。

3．貸与月額をできるだけ抑えよう。

4．一定期間返済が滞ると延滞利息発生



奨学金を借りる際の注意点

1．高校での申し込みは「予約採用」

2．奨学金を入学金として使えない。
奨学金の貸与期間は進学先に入学した後です。

3．貸与月額をできるだけ抑えよう。

4．一定期間返済が滞ると延滞利息発生

入学金とは、入学前に払うお金です。
（予約金みたいなものです）

奨学金は、入学後に進学先で手続きをしてもらえます。


